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北海道に於ける乾燥 BCGワクチンの接種成績

特 lこ各アンプノV内の生1菌数と「ナ!防弾事との f~M係

高橋義犬・有llj 純・山本健一，他

実験目的

本実験li，J9，在使用されている乾燥 BCGワグチシの

ブJl:lliが拠出!日jのロット及びア y プルによってj主うかどうか

な/~\III~ベるどうに行われた。この 7.:jめ，人体j~陪に則いた全;~i\

のアソプ勺レの 1:4>:づつにつ会生活欽を，Î，'~べ，この!戊iI1 と，

j友陀後 1，3，6ヶ月]えびlヶ年の「ヅ」 防f生率とを Jtjl交し

t-:.o 

又T3fi直接債市:の2(古ーなのワグチyを接穐し， rツ」陽性
キ及び接傾向所の所見について普通長接種の場合と比絞し

た。

E 実験方法
a)接結主J称:北海迅石狩1:1:1石狩町北び篠1討すの全小，

中学校生徒。

b)ヅベルタリ γ:2000倍稀釈液(閥、日法人結浅予防

会研究所よりn3和26年秋分与された原液を氷原に保イ干し，

使用の日1¥皮， ml嘱t，開í:Þ絞l'.ÌÎ.j)夜で:'1'íÍi~した)

c) r ''J J反応の'1'1¥';定方法:注射後4811キIljJで1'1問。反
応のirrs¥ゼは予防23の別法に従った。

d) BCGワグチ;/:財1，)1法人結!安予防会製品コ 安lilt

に約 5J~~6 ヶ月保存のもの。"1!i'iili泣或は 2 (台T止を1己 l二il'~

に皮内i妾f亙3

e)生菌数の測定:接種に使用した萄液の l部をその

日の中に'H!l培地に培主主し， 1ヶ月後のコロユー数を測定
し生菌数とした。

九
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ロット No.383 D接械後の「ッ」陽性率の抑移2 表

す長干'Ri :ttH'llj *長干iR1，置

の別封象 I(mg) 
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※ a: アジア・ノレ番'f)R1，2及び3を使用せる静

b: アンプノレ若干波宮，6.7&.び8を使川せる1作

c: アンプノL番目主4，13，14，15&.び 17を伎111せる1伴

d: アンプノレ得税9，10，11及び 12を使Iflせる苦手

上の2つの表に示した椋に，ア yプ.ルの使用数は26

木で，之をロット番号lこ従って 5グループに分けた。生菌

数は，ロットによって異るばかりでなく，同ーのロットに

於てもアγプル別に可伐の差異を認、めた。例えばロット

No.383-Dでは'1'yプル No.16，ロット NO.37S-Bでは7

y7・ル No.19が他のア y プルに絞ベて姦しく生菌数が少'

く， n.つ人体接種|専の「ヅ」陽性率も他よりも箸切に不良
であったの併しi採忍端に生菌数の少いア y フ

般に生喜萄5数と「ツ」陽1性宝=率存との問に有，t;iの相関f段関完苅H係系は認め

られなかつた。 rツJ陽性ペギは，初接極に於ては，接種後
1 J!';至3ヶ月で最大自主を示し， 民L応ぶも5狛於札L、がその後ヨ弐た第に

i;"剖1

つた再再接種でで~~主丸， 接極f後炎2週で既に最5狙Uijt茂:の反!応ぶを示し，

防f性生，ネも高く，又「ヅ」アレルギーの符続も初;菜種よりも

!:::¥，、傾向が見られたの rtif!i:を古:通日の2倍にした場合より

も好L、/J.x.iTは得られなかったof邸主局所所見では， T写接碕
に於ける際法協の:iE'J見本が初J安宅近のそれよりも引く大体

80:"'~ に認められたろ併し1~f去の如何に拘らず， 3ヶ月以後

~ 

際潰湯l工会く治賊した。

E結論

(1) 乾燥 BCGワタチソの生萄数は各ロットによって

異るばかりでなく，同じ担ヶトでもア γプルにより可伐の

差異が認められたの

(21金頭数の著しく少いワグチyを接問した後の{ツ」

陽性三手は不良であったが，一般には生菌数と「ツ」陽性;.{.s

との間に相関関係は認め得ないの

。) rツ」陽性..約九初撲替、では接種後!乃至3ヶ月
で最大にiliし後，次第に減羽したの再援随:では段没後2週

間で最大に涼し比絞的見く持続する傾向が見られたの

(4) 2 f念日干のワグチγを用いても普通五のj坊合と見る

べき差はなかった。

(5) 終段局所変化は初段下京にJtL.N疑問の万が~17度

であったn 然L fiiJれのJ身合も l~l:，[l後 3 ヶ月以ikに殆んず総;

てお叩it:した内

前i tZ 村

表 3 BCG :t~tIU地域に於ける小， I(II'叫'.('1:.徒の「ッ」陽11:本

レ ー小平佼 ! J11 祭佼
冷年 .234 5 6 [l¥' 23  . fit 

l:[山 :;I7J7lz 日;hurlZ
8.6 i仰 |25 川 17.3i 15.61 22 1 41. 1 26.4 I 23.9 i 30.7 

;;;;;;;;;;16;l i 
花川 川敷 140J25l30 J 3θ27  30 191 52 42 43 137 

{小中) 陽性蚊 i 3 5 i 6 I 8 I 12 7 I 41 32 30 27 89 

陽性本 7ラ 20I 20 I 20.51 44-4 23:31 21.4μ1.4 71.4 仏 7i 臼
・M 被検 !iit I 1ラ 17 21 14 24 15 ∞ 28 23 27 78ー
しj、115 陽性蚊 4 5 3 15 5 8 I 13 

陽 1t本 I6.6 58 I 19 7.1 21 i 2o I 14.7 17.8 I 34 i 48 33 
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中学校に於ては，終漁村ともに40;bであったの この事は.

近l待(昭和26年 10月以前)使用されている乾燥ワグチγ採

積によって得られる「ツ」アレルギ戸が凡そ iケ字・で殆ん

どm失ずる事と，石狩可決び1聞各村に於ける結慢のiff伎の
度合がよヒ絞tl'J侭L叶Fを泌すものと考えられる。

14.7 

表3はBCG接種対象の小・中学校のワグチy接種首ij

の「ツ」陽性不即ち「ッ」自然陽性率である。

但し，小学校の 2 学年以上の生徒は第2~位界大戦終

戦後(日百和21年以後)1乃至数回の BCG接種を受けて居

る。しかも，茨に示される践に「ツ」陽性.:~~は極めて低く，

小乍伎に於ては.渋村:約 20~;;t 漁村:約 30~G であり，
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